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①血虚の治療（養血の方剤）
熟
地
黄

当
帰

白
芍

川
芎

阿
膠

茯
苓

沢
瀉

山
薬

牡
丹
皮

山
茱
萸

人
参

白
朮

甘
草

黄
耆

桂
皮

麦
門
冬

半
夏

呉
茱
萸

生
姜

遠
志

五
味
子

陳
皮

炮
附
子

艾
葉

当帰芍薬散［23］ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四物湯［71］ ○ ○ ○ ○

温経湯［106］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

十全大補湯［48］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人参養栄湯［108］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

六味丸［87］ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八味丸［７］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

芎帰膠艾湯［77］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

方剤
生薬

養血の方剤の使い分け

当帰芍薬散［23］ 心下の振水音・やや軟便

四物湯［71］ 養血薬の基本・普通便かやや硬便

温経湯［106］ 子宮の冷え・やや軟便

十全大補湯［48］ 気血両虚でわずかに瘀血・やや硬便

人参養栄湯［108］ 気血両虚でやや不安症状・やや硬便

六味丸［87］ 不眠・硬便

八味丸［７］ 冷えや腰痛腰酸・夜間頻尿・硬便

当帰四逆加呉茱萸生姜湯［38］ 手足の冷え・やや軟便

芎帰膠艾湯［77］ 月経先後無定期・月経先期・やや硬便

疎経活血湯［53］ 瘀血がある血虚に

芎帰調血飲［230］ やや瘀血と冷えがある血虚に

①血虚 → 養血
四物湯が基本だが、一番よく使うのは当帰芍薬散

（血虚湿滞が多いので）。

証に応じて、六味丸・八味丸・十全大補湯・
人参養栄湯・温経湯。
脾虚が血虚の原因なら健脾を主、養血を従にする。　

②肝気鬱結 → 疏肝理気
四逆散・柴胡加竜骨牡蛎湯・加味逍遙散・抑肝散・
抑肝散加陳皮半夏

③瘀血 → 活血化瘀
桂枝茯苓丸・桂枝茯苓丸加薏苡仁・疎経活血湯・
芎帰調血飲などに疏肝理気薬を加える。

養血薬の作用

熟地黄＝阿膠＞当帰＞白芍

熟地黄と阿膠はしっかり血
を作って粘る。

当帰はあっさり血を作って、

しっかり巡らせる。

白芍はさらっと血を作って、

やや収斂させる。

大　   血を作る力   　小
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②肝気鬱結の治療（疏肝理気※の方剤）
柴
胡

枳
実

芍
薬

甘
草

牡
蛎

竜
骨

茯
苓

釣
藤
鈎

陳
皮

薄
荷

当
帰

川
芎

白
朮

半
夏

黄
芩

大
黄

桂
皮

人
参

大
棗

生
姜

牡
丹
皮

山
梔
子

四逆散［35］ ○ ○ ○ ○

柴胡加竜骨牡蛎湯［12］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加味逍遙散［24］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

抑肝散［54］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

抑肝散加陳皮半夏［83］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

方剤
生薬

養
血
薬
の
副
作
用

疏肝理気の方剤の使い分け

大　　　　    軟便傾向    　　　　小

熟地黄＞当帰＞阿膠＞芍薬

六味丸［87］
八味丸［７］

四物湯［71］
十全大補湯［48］
人参養栄湯［108］
芎帰膠艾湯［77］
芎帰調血飲［230］
疎経活血湯［53］

当帰芍薬散［23］
当帰四逆加
呉茱萸生姜湯［38］
温経湯［106］

芍薬甘草湯［68］

四逆散［35］：疏肝と柔肝※

柴胡加竜骨牡蛎湯［12］：疏肝と重鎮安神※

加味逍遙散［24］： 疏肝と養血で、血虚肝鬱に対し

て使う

抑肝散［54］： 疏肝と平肝熄風※で、ドカンと怒る

タイプに使う

抑肝散加陳皮半夏［83］： 抑肝散タイプで、痰湿※

がある人に


